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ラ イ マン鹿角を行く

－ライマンの野帳から読みとれる彼の開拓期地質調査とヒューマニズム－

金光男*・菅原明雅蕊＊

FrontierSurvey1877byB.S.LymanintheHokurokuBasin

AkitaPrefecture.NortheastJapan

-GeologicalSurveyandhisHumanismconsideredfromRecordsinhisFieldNotes-

KIMKwang-NamandSUGAWARAAkimasa

はじめに

BenjaminSmithLyman(Fig.111835.12.11-

1920.8.30:ライマン）は,1873(Iﾘ]治6)年～

1881(Iﾘ]治14)年というI亜|難な時代において日本

に滞在し，子弟たちを育成しながら北海道をはじ

めとする国内のほぼ全域を地質調査した，近代日

本の偉大な恩人のひとりである（今井1966;

Suzuki&Kim2003など).

1877(明治10)年工部大学校と東京大学が開学

し，第一期卒業生を送り出すまで，’三|本には科学

者を養成する近代高等教育機関が存在しなかっ

た．維新直後の梨明期，東京芝噌上寺に開設され

たばか{)の開拓使仮学校（札||ﾘ農学校の前身）に

おいて“お雇い外国人”ライマンが10数名もの優

れた科学者（地質学者）を育成したことは．日本

教育学史上および科学史上における重大な貢献だ

った．

本報告は．米国Massachusetts大学Amherst

校(UMASSAmherst)に保管されるライマン資

料のうち，「ライマン野帳」の手稿記録，とくに

1877(fﾘI治10)年夏，彼が実施した秋田調査行に

関する記載についてその幾つかを紹介し，若干の

考察を加える科学史研究である．

ライマン野1帳に関する筆者らの研究は,1998年

在米のライマン科学史研究者より金光男に解読

依頼の手紙とそのコピーが数枚送付され端緒が切

られた．金は2002年と2004年に訪米洲在したが，

米|玉I側資料のみの調査では情報の偏する危恨があ

ったことから，滞日中ライマンが所属した開拓使

仮学校の後身北海道大学などに保存される歴史資

料も並行し調べる必要があると考え，菅原明雅に

調査の協力を依頼した．

ライマン来日

1869(Iﾘm%i年政府は官制を改め開拓使を設

置，蝦夷地を北海道と改称する.1870年開拓使次

官黒川清隆（のち長官さらに第二代内閣総理大臣）

は北海道開拓に関する上奏文を提出し，翌1871年

訪米するとUlyssesSimpsonGrant大統領(1822-

1885:グラント）からときの農務省長官Horace

Capron(1804-1885:ケプロン）を紹介され，

|刑拓使顧問就任の約束をとりつける.1872年ケプ

ロン来II,同年7月30日付開拓使官吏発ケプロン

宛書簡（北海道大学附属図書館所蔵:Fig.2)に

は札|幌へ創設予定の農学校(1876年開学）におけ

るケプロン提案によるカリキュラムが詳述されて

いる．そこには当初より地質学が必修科目として
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図2明治5年7月30日付松平太郎・杉浦誠発H・Capron宛書簡

Fig.2・LettertoH.CapronfromT.Matsudaira&M.Sugiura30July1872

多くの困難を乗り越え，ライマンとその門弟た

ち(Fig.3)は北海道全島調査を完遂し，明治日

本の将来に順風を送る幌内炭田群（石狩炭田）の

発見報告とともに,1876(明治9年5月，日本

最初の本格的広域地質図幅「日本蝦夷地質要Ill告之

図」を出版する金字塔をうちたてた．

明治初期において国内のエネルギー源は薪炭が

主であった．すなわち燃料の熱量が小さかったた

め当時の日本産業は手工業に制約されていた．ラ

イマンらによる||呪内炭田群の発見を契機とし，高

エネルギー燃料である石炭が北海道から供給され

るようになったことは，日本重化学工業の近代化

を保証する重大事だった．科学史上，明治日本に

おけるライマンの資源開発に関する業績もまた高

く再評価されるべきである（日本鉱業会・日本地

質学会・北光会1949).

示されていた．彼らは北海道開拓のためには地質

学が必要と考えたのである．

ケプロンは開拓使仮学校の地質学担当教官に米

国の著名科学者により推挙されたライマンを抜擢

する．ライマンは鉱山学とりわけ資源地質学に関

する優れた才能を有していた．彼は1873(Iﾘ］治6

年1月，単身来日する．

同年4月17日，ライマンは，彼専属の助手とし

て先に来日していたHenrySmithMunroe(1850-

1933:モンロー:1891年Columbia大学鉱|｣I学教

授に就任）と開拓使仮学校の学生たちを伴い，横

浜を出航すると，同21日函館に到着．以後3年に

わたる北海道全島調査を敢行する．本調査はその

名目こそ地質調査であったが，地形測量すなわち

地図作成という難行をともなう，道無き道を進む

苛烈なものだった（坂1890;西山1926).

ライマン小史

ここではライマンの半生を概観するため,1876

(明治9）年までの彼の経歴について要約する．

ﾗｲﾏﾝは1835年12月11日米国ﾏｻﾁｭｰｾｯ

ﾂ州ノーサンプトンに生まれた．ノーサンプトン

はボストンに遷都されるまでマサチューセッツ州

の州都のおかれた街で，現在でも著名大学の集中

する米国北東部屈指の文化都市として知られる．

彼は1855年19歳にしてハーバード大学法学部を卒

業する．

ハーバード卒業後ライマンは少しの間教員を勤

めたが，間もなく地質調査業務に就くと,1859年

JamesHall(1811-1898:ホール：アパラチア山脈

地質研究と地向斜概念の提唱者として著名な地質

,～

図3．ライマンとその子弟たち(1880年3月8日搬影

東京平河町にて）

Fig.3.Lyman(center)andhisJapanesefollowers

atHirakavva-cho.TokyoontheMay8'"1880.

LymantookinhandthefirsttransitinJapan,

carriedfromU.S､A、
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学者）が隊長をつとめるアイオア州地質調査隊調

査員に選抜された．

その後科学先進地ヨーロッパに留学し，パリ匡｜

立鉱山学校と王立フライベルク鉱山学校において

地質学・鉱物学・鉱山学を専攻した．彼のフライ

ベルク鉱山学校卒業は1862年，卒業生登録番号は

No.2271である．

帰国後ライマンは米国東部地域地質図幅調査業

務に就いた．彼はこのころJosephPeterLesley

(1819-1903:レズリー：ペンシルベニア州地質調

査所所長を歴任した著名な地質学者）とともに

｢地下等深線」という概念とその作図法を発案提

唱した．これは地質学史における偉大な業績のひ

とつとして今でも高く評価されている(Zieglar

2005)．

当時米国北東部においては，大規模な鉄鉱床や

石炭鉱床が続々発見されていた．それにやや遅れ

るように，ライマン第二の故郷と||乎ぶべきペンシ

ルベニア州において,1859年Drake井の噴出を契

機とする大規模油田開発競争の熱狂（オイル・ラ

ッシュ）現象が生じ，それがニューヨーク州，ウ

エストバージニア州，オハイオ州などに僚原の火

のように拡大する．すなわち当時は資源地質学を

中心とする米国地質学の一大昂揚期にあった．

1870年ライマンは英国政府よりインド・パンジ

ャブ地方の石油開発調査を委I照される.1872(明

治5）年夏，当時米国において“科学の大統領”

と称された物理学者JosephHenry(1797-1878:

ヘンリー:SmithsonianInstitute初代所長）はラ

イマンの活躍を知ると，駐米英l到大使Edward

Thornton(ソーントン）からインド石油調査に

おける彼の任務遂行状況，さらにレズリーにライ

マンの人間性と調査能力について照会し，彼が新

生日本の資源開発担当者として最適であるとケプ

ロンに報告する（金2006a).指示を受けた森有礼

駐米高等弁務官（のち初代文部大臣）はワシント

ンにおいてライマンと仮契約を締結する．ライマ

ンは同年12月サンフランシスコを出港，翌1873

(明治6）年1月17日，満37歳にして横浜に到着，

同年4月17日，開拓史の地質兼鉱山技師長（兼開

拓使仮学校教授）として政府と正式契約する．

ライマンは北海道石炭調査の余韻冷めやらぬ

－3－

1876(明治9)年2月24日，ときの内務大丞河瀬

秀治（のち実業家）と面会し，「全国石油調査」

を実行するため内務省と契約を結ぶ．

ライマンらが北海道を初めて調査した1873(明

治6）年，一行にはライマンが米国から持参した

一台の測量用トランシットと，一台の地質調査用

コンパスしかなかった（西山1926).当時国内の

何処にも等高線の入る地形図が存在しない厳しい

情況にあっても，快く調査任務を引き受ける彼は，

"|州拓精神溢れる調査者(FrontierSurveyor)

と称されるにふさわしい大人物だった．

1876(明治9)年5月，ライマンは「全国石油

洲査」の開始を大蔵大輔松方正義（のち内閣総理

大臣）より執勧にせかされ，同年5月31日松方の

紹介により大鳥圭介と北海道全島調査以来の再会

を果たす．大鳥は幕臣として榎本武揚らと共に五

陵郭で戦った武人だが，維新後は外交官・医者・

教育者として活躍する．しかも1872年の視察によ

り，アメリカ東部に嵐のごとく出現した“油田開

発の白熱”ぶり（オイル・ラッシュ）を|恨の当り

にした見識高い国際人でもあった．席上ライマン

と大鳥は新生日本発展のためには石炭と石油が共

に必要であるとの見解で一致し，さらに大鳥に激

励され，同年6月より国内油Illについての予察調

査を開始する．

1877年長期東北調査行

翌1877(明治10)年2月，大鳥の計らいにより，

ライマンと彼の子弟たちは工部省に異動，国内油

H1調査の準備に入る（徳永2001)．同年5月2日

-17日，ライマンは遠江相良油田地帯を調査する．

その後信濃・秋田・新潟・遠江へ門弟たちを派遣

する．資源地質学者ライマンとして面目躍如たる

指揮振りである．彼は“<そうず”（臭水，草水，

草生水，草生津）などに代表される産油兆候を見

逃がさなかった．このときライマンの子弟たちが

派進された新潟～秋田地域，静岡相良地域は，そ

の後日本有数の石油生産地となる．

ライマンは東北地方を巡回する長期行に出立す

る．工部省の役人と通詞など数名が同行したよう

である．工部省の記録に残る調査行題目は「秋田

県油田長期調査行」とある．本調査の目的は新潟
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～秋田など東北日本内帯に発達する石油層の概要

掌握にあったと推察される．

ライマンが調査する以前における東北地方は地

質学的知見などほとんど無いに等しい状況下にあ

った．彼は奥州街道～鹿角街道～津軽街道～出羽

街道沿に稼行する鉱山に立ち寄り，そこを拠点と

して情報を収集することにより，東北II本弧の標

準地質層序を把握しようとした．鉱山には開発に

携わってきた鉱山（ヤマ）師がいる．さらに維新

後|到営となった鉱業所には，中央政府から派遣さ

れたお雇い外国人や鉱山学者が常駐し，様々な情

報を収集していたことが想定される．ライマンは

北海道洲査において中m山脈m居古隙帯）の横

断を敢行した（金2003)．彼は東北洲査において

も，神居古漂帯横断調査と|司様，未|刑地とされて

いた奥羽脊梁山脈の中軸を横断する厳しい山行を

決意する．

7月13日ライマンは東京を,T,立すると．栃木県

足尾鉱山～福島県半田鉱山～宮城県糸Ill倉鉱山など

を経II｣しｲIll台通過の後,8月7日岩手県釜石鉱山

に到着する．彼は釜石から嘘岡を経由し､いよい

よ東北日本弧の横断を目指し，北鹿黒鉱堆積盆地

(北鹿ベースン）へと向かう(Lvman1878).

都

I

ライマンは秋田入すると，さっそく尾去沢鉱山

と大葛鉱Illを調べ，小坂鉱山へと向かう．彼が小

坂に到着するのは1877(明治10)年8月II日の午

頃彼はそこに二泊しながら詳細に巡検する．そ

の後阿仁鉱山と太良鉱山を巡回し，出羽|雄起帯を

越え日本海に面する低地帯に到着する．ライマン

が秋Ⅲ↑''11Ⅲ地帯入するのは同月27日のことだった．

久保Ⅱ1(現秋田市）にはライマンより油田調

査を任ぜられていた西山正吾と桑田智'ﾘ1がいた．

ライマンは久保Ill滞在のあいだ桑Illを伴い秋川県

令石|Ⅱ英吉を表敬訪問する．続いて彼は八橋，船

川など秋Ⅱ|の主要油田地域を子弟の案内により巡

H視察すると，院内～象潟～酒Ill平野を通り,III

形～新潟1Illlll地帯の調査へと向かう(Fig.4).

ライマン鹿角調査

ライマンは見聞したことを素早く野帳に記録す

る．彼の野帳には写真記録など殆ど無かった初期

|ﾘ]治||本が活写され，それはそのまま優れた歴史

資料となる．ライマンの記録はその土地の風俗に

まで及び，興味深い内容からなる．ただしその記

載には地質学・鉱物学・鉱山学専I"J川語が頻繁に

登場し，かつH本語方言までが“聞こえた通りの

V

I（
、

、

塗ﾐー 沈勇

』噸盟ttir．、、

I

鱗 一一節1年度（明哨9年）主要踏査路線

･･…＞･…第2年度（明治10年）ノハ
少〆

‐-ｼー 第ー3年度（明治11～12年）〃

図4．ライマンの地質洲査ルート（今井、1966より一部川兼）

Fig.4.SurveyedrouteofLvman.AfterImai(1966)correctedinpartbytheauthors.
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スペル”により混在することから，解読にはかな

りの労苦が必要とされる．

ライマンは“郷に入らずんぱ郷に従え”の人だ

った．その品性こそが海外赴任において，尊敬さ

れ，その活動を効率的なものとした．彼は調査に

際し現地発音をそのまま記録した．例えばFig.5

にあるOsaruzawa,KozakaあるいはFig.7にみ

られるYonesuragawaの記録がそれに当たる．こ

れらは「尾去沢（おさりざわ)」「小坂（こさか)」

｢米代川（よれしるがわ)」を示す東北弁表記に他

ならない．
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図5．ライマン野mL66目次(1877年8月12日-

1877年8月15日）

Fig.5.FieldNoteofLymanL66Index(12.Aug

1877-15.Aug.1877)

経歴にも明らかなように，ライマンは仏語・独

語など語学が堪能だった．彼の日本語習熟は速く，

子弟たちも驚くほどだったという．滞日4年目の

この頃は，あるいは通訳抜きにより，単独で聞き

取り調査ができていたかも知れない．

優れた語学能力に起因する独特の記載法はライ

マン研究者たちの障壁となり，米国の科学史研究

家はもちろん，日本の歴史研究家たちにとっても

資料解読の妨げとなってきた．標準的日本語を学

んだものにとり東北弁は聞き取りにくく，文字に

されるとさらに読み難いものとなる．まして英字

表記された場合解読の労苦は倍加する．

明治初期，ライマン訪問の直前，小坂鉱山に赴

任していたCultAdolfNetto(1847-1909:ネット

ー）の記録にも東北弁の地名表記が散見される．

それは東北弁を理解し土地勘のある人物でないと

理解し難い記述からなることが多い（金2006b,

2006c).すなわち，ライマンが東北調査において

使用した野帳を解読するためには，地質学，鉱山

学，手書き英文読解力のほかに，東北弁語学力が

－5－

必要とされるのである．

著名な地質学者ライマンは,1877(明治10)年

夏，北東北のほぼ中央に位置する鹿角盆地を縦断

調査した．鹿角は鉱産資源に恵まれていた．旧南

部藩金山総数124力山のうち19力山，銀山総数20

力山のうち6力山，銅山総数53力山のうち23力山，

鉛山総数41力山のうち15力山を数えた．

ライマンの調査記録にはこれまで誰も報告した

ことのなかった稀少情報が含まれる．以下彼の旅

程に従い，明治初期における秋田鹿角周辺の様相

について,(1)大葛→(2)花輪→(3)毛馬内→

(4)万谷→（5）小坂鉱山（銀山町）→（6）小坂

鉱山（元山）→（7）小坂鉱山（坑内）の順に野

帳記録を紹介し，考察を加える．

(1)大葛(Okuzu)

ライマンは1877(明治10)年8月12日より北鹿

黒鉱堆積ベースンの調査を開始する．奥羽脊梁山

脈中軸を越え鹿角入りしたライマンは，官営尾去

沢銅山を調査すると，山路からなる別所峠を越え

官営大葛金山を視察，そこに一泊する．翌13日，

彼は犀川を下ると，扇田(Fig.7)を通り米代川

南岸ルートに沿い東進し，再び鹿角入りする．そ

の夜彼は花輪に宿を定める．ライマンの体力とり

わけ精神力は極めて強靭で，北海道全島調査のと

きもそうであったように，長かった東北調査行の

あいだ激務をものともせず前進する．

(2)花輪(Hanawa)

明治の初めまで鹿角は南部藩に属していた．南

部藩領内は10郡，さらに33の「通（とおり）」に

区分され,1通に1代官所が設置された．鹿角郡

内には「花輪通」と「毛馬内通」が置かれた．南

部藩は日本有数の鉱山学先進地であった．そこで

発達した“南部藍染”は南部藩特産である金属銅

を加えることにより独特の色調を発した．あると

き“ならぬ恋”に落ちた染物師が南部を脱藩し，

(秋田）佐竹藩大館領に隠れ住むようになった．

彼は鹿角から銅を密輸しながら，門外不出とされ

た秘伝南部藍染を大館で製作した．それはたちま

ちベストセラーとなり染物工房のあった一帯は相

染町（藍染町）と名付けられたという逸話が残さ

れる．大正2年～昭和47年，秋田県立大館桂高等

学校（旧制大館高等女学校）のあった土地である．
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図6．北鹿ベースン東部図（◎：ライマンが1877年夏訪問調査した官営鉱山）

Fig.6.LocalitymapoftheHokurokuBasinandtheminesresearchedbyLymaninsummer1877

鹿角滞在三日目の8月14日朝，ライマンが花輪

の街中を北上しながら記述した野帳記録を示す

(Fig.8).方位と等高線が描かれる．当時の日本

には正確な地図が存在しなかった．ライマンは周

囲の地形を素早く観察し，簡易測量しながら前進

する．東西方向に伸びる道がその東端において直

角に折れ，北へ向う緩い坂道となる．道の両側に

は家の軒先が並ぶ．当時花輪には紺屋が多かった．

紺屋は紺や浅黄を染め上げた．良質の水が福士川

から得られ染物業を支えていた．ライマンが藍染

を眺めたのはおそらく今の横丁から組丁への一角

だったと推測される．

(3)毛馬内(Kemanai)

ライマンはさらに鹿角街道を北に向かう．街道

は今の東北自動車道と並行するように伸びてい

た．陣場付近から北北西方向に坂を登ると，道の

両側に民家が密集し始める．毛馬内の街である．

いま国道282号は狭い旧道を避け毛馬内の東側を

バイパスとして縦貫している．ライマンは旧道を

そのまま北上し，“逆L字型ルート”により毛‘馬

内を通過した．
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図7．ライマン野帳L66p,47扇田（秋川県大館市比
内)．米代川が秋田弁発音のまま記録される．

Fig.7.FieldNoteofB.S.LymanL66p.47Owugida

（扇田:Ogida).HinaiOdate.AkitaJapan.
RiverYoneshirogawa(米代川)inthisfigure
waswrittenbylocalaccentYonesuragawa.

ライマンは花輪の街を通り抜けながら，鹿角街

道沿の藍染を記載する．維新直後の陸中花輪．彼

が眺めたものこそ正真南部藍染だった．ライマン

は「藍が通りの軒下に吊り下げられ干されている

(DryingAiinthestreets)」と野帳に記す．

－6－
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図8．ライマン野帳L66p.61花輪（秋Ⅱl県鹿角市).
街中で藍染を記録．

Fig.8.FieldNoteofB.S.LymanL66p,61Ai(藍：
Indigoblue)descriptioninHanawa,Kazuno
Akitajapan,Seethedescriptionbyhimas

DryingAiinthestreets.

L66p.70(Fig.9)は,8月14日ライマンが毛

馬内を通過した折の記録であるが，その中に同16

日追記された記載がある．ライマンは小坂巡検の

後、津軽街道を南下した．そのとき彼は陣場付近

から"Raiman-yama"をスケッチした．

北東鹿角には古くから尾去沢の銅を京へ運ぶた

めの道があった．その古道は鹿角大湯を経由し八

戸湊・野辺地湊を結ぶもので，道の最高地点は

．‘来満峠”と呼ばれる．来満Illpの山姿をライマン

は野帳L66p.70(Fig.9)に記録する．

現在の秋田県鹿角市陣場付近から撮影した来満

峠の写真をFig.12に示す．ライマンのスケッチ

は山容のみならず，手前に広がる丘陵地の地形を

も精確に示すものである．スケッチに見られる正

確性は，ネットーのスケッチと相通ずる特徴であ

図10.毛馬内地形図（国上地理院発行25,000分の1地形

図“毛馬内”を使用）

Fig,10.TopographicmapofKemanaitown(after

topographicmap'Kemanai',scale1:2.5000,

bytheGeographicalSurveyInstitute).

mn.-来澗山"1877年8月16日

Fig.11.'Raiman-yama16Aug.1877

一坪

一
口
凹
一
ｒ
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､

』

図12．鹿角市陣馬付近より大湯方向を望み搬影した来

mm(撮影：大里匿明）

Fig.12.TheRaiman-togePass.Photowastakenbv

thedirectionfromfimba(陣場)toOyu(大

湯).ThephotographwastakenbyH.Osato
（大里匿明)．

÷-----.----－－－_弘

図9．ライマン野帳L66p.70毛馬内（秋川県鹿角市）

Fig.9.FieldNoteofB.S.LvmanL66p､70Kemanaiin

KazunoAkitajapan

７
Ｊ
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例年の旧盆，城ノ下通りを主会場とし秋田県無

形文化財“毛馬内盆踊り”が開催されるが，ライ

マンの野帳に盆踊りの記載はない．

(4)万谷(Man-ya)

ライマンは毛馬内から津軽街道を北上し万谷に

至る．彼は街道の東に崖が続くこと，そして西に

水田（漢字表記！）の広がる様子をスケッチする．

広い谷地形の北西に緩いS字を呈する崖が連続

し，隣接する沢口に露出する露頭においてライマ

ンは「粘土層を伴うボール大の軽石(Pumice

ballswithclays)」を観察する(Fig,15).

現地調査によれば，ライマンの描いた谷地形は

万谷寓養寺に隣接する八mn社の沢(Fig,16)に

相当し，その北西に緩いS字状の崖が続く．次の

る．彼らのスケッチは科学者としての正確さが具

備され歴史資料としての信頼性が極めて高い．

ライマンは毛馬 内 の と あ る 辻 を 東 に 折 れる

(Fig.9).そこから先は，突き当たりの丘へと向

かう緩い登り坂が続く．現地調査により，この坂

道は毛馬内城ノ下通り（こもせ通り：こもせ＝雪

よけのための軒先構造“雁木”を指す方言）であ

ることが確認された(Fig,13,14).

ライマンの記録によれば，丘の麓に位置する国

道282号線と城ノ下通りとの交差点付近に「毛馬

内通運会社」があった．当時の人馬駅伝制による

中継地点毛馬内駅に他ならない．通運会社とは

1875(明治8年設立された「内国通運会社｣，

すなわち「日本通運」の前身である．
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図15．ライマン野IRL66p.75万谷（秋田県鹿角郡小
坂HIT).

ライマンの使川する,社の鳥居(##)と，

水川(ill)を表す地lxl記号に留意．

Fig.15.FieldNoteofB.S・LymanL66p.75Man-ya.

KazunoAkitajapan.

SeehismapsymbolsindicatetoShrineTorii

(##)andRiceWaterField(IB).

図13.ライマン野mL66p.71毛馬内通運会社

Fig.13.FieldNoteofB.S.LymanL66p.71Kemanal

TsuunKaisha.

大きな沢口（荒谷）には現在七滝郵便局が設置さ

れ，付近に軽石層が露出する．軽石はその直径が

20cmを超え，まさに“ボール大”の亜角喋～亜

円喋から構成される．9世紀十和田火山より噴出

した毛馬内火砕流の二次堆積物“洪水シラス”

(平山・市川1966;金1996)に他ならない．

記載にはさらに「鉱石を載せた早荷便(hurry

Loaderwithalittleores)」とある．当時の小坂

鉱山には大島高任やネットーにより最新鋭の近代

製錬所が建造されていた．そこには尾去沢など近

|聯鉱'11の鉱石が運び込まれた記録が残される（同

図14．西から東に見通した城ノ下通り（別称：こもせ

通り秋Ⅲ県鹿角市毛馬内）

Fig.11.Shironoshita-doriStreet(Komose-doriStreet)

Kemanai,KazunoAkitajapan,

Thephotographyanglewhichturnstothe

eastfromthewest.

－8－
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1*116・万谷地形図（国土地理院発行25,000分の1地形図

“毛馬内”を使用）

Fig,16.TopographicmapofMan-ya,Kazuno

Akitajapan(aftertopographicmap

Kemanai',scale1:2,5000,bythe

GeographicalSurveyInstitute),

II17.9世紀十和Ill火山起源毛馬内火砕流の二次堆

積物“洪水シラス”（秋Ill県鹿角郡小坂町万谷）

Fig.17.SecondarydepositofKemanaiPyrocﾉastic

Flow(9"'century),so-called'Kozui-Shirasu

{FloodPumiceDepositsasinJapanese)in

Man-ya,KazunoAkitajapan.
和鉱業社史編纂委員会1985).目指す小坂鉱山

(別名小坂銀山，小坂銅山）は近い．ライマン

は北へ歩を早める．

(5)小坂鉱山銀山町(KosakaGinzan-machi)

1877(明治10)年8月14日午後0時32分，盛夏

の午下がり，ライマンは小坂鉱山事務所(Kosaka

office)に至る(Fig,18)．工部省地質鉱Ill技師長

(ChiefGeologistofMiningEngineerofKobusho)

の訪山である，大いに歓迎されたことだろう．同

年7月1日より小坂は旧南部藩主南部利恭氏の私

営となっていた．ライマンの記載には鉱山の構内

を案内した人物は「Ichijo」とある．旧南部藩士

－1|茶基緒である．ライマンは1877年夏の旅程にお

いて何処よりも詳しく小坂鉱山を調べ上げる．

彼は道路と川を横断し，製錬所の筋向に露出す

る地質を観察する．「…明るい灰色の岩石…比較

的軟らかい…風化と，長石おそらく角閃石の溶脱

により.Ill]胞状の小さな孔が表面に発達する…

(lightgray…rockrathersoft…littlecellularfrom

theweatheringoutofcrystalsoffeldspar&

perhapshornblende…)｣．

Fig,19は,2003年秋筆者らが撮影した“ライマ

ン露頭”の近接写真である．“分銅場の坂”と称

される道を登り切った大谷地川の左岸にそれは露

〃

勺■

I

P

I

H18.ライマン野mL66p,79小坂鉱Ill事務所

Fig,18,FieldNoteofB,S,LvmanL66p,79Kosaka

MineOffice.KazunoAkitajapan.

出していた．地層は含角閃石両輝石安山岩質凝灰

岩からなり，方状の節理構造が発達する．新第三

系のいわゆる“グリーン・ダフ”である．ライマ

ンと筆者らの調査の間には130年の時差があった

が，ライマンが記録するまま地質は明灰色を帯び，

その表面には微小な直方体状を呈する無数の晶洞

が発達する．偏光顕微鏡も所持しない難しい状況

下にありながら，ライマンの観察は現代機器によ

る分析結果と合致した．

－9－
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図」（金2005）と，溜池の配置などにより正確に

比較考証できる．

Fig.21は1877(明治10)年の晩春～初夏，ネッ

トーにより描かれた第一次官営小坂鉱山製錬所で

ある．ライマンが1440feetの距離を測った際，末

端測点とした小さな建物が凹而中央右下に三角屋

根として描かれる．煙突の聾える溶鉱炉斜め後方

の高台に柵酒な洋館が建つ．これがネットー設計

による小坂最初の洋館“教師館”である．滞在中

ネットーが居宅としたためその別称がある．そこ

はネットーが小坂を去った後鉱Ill事務所として使

われる．教師館はライマンのスケッチ(Fig.20)

においても凸字型建造物として，溶鉱炉南西の製

錬所敷地内に記載される．

1883(Iﾘ]治16)年撮影された初代小坂鉱山事務

所の写真(Fig.22)を示す．洋装の所員たちがバ

ルコニーの前に居並ぶ．明治初期，北東北の奥地

にあって既に小坂鉱山には文明開化の風が吹いて

いた．モダン形式のガラス窓や妻飾り装飾など，

淵酒な建築様式を備える洋館は,1905(Iﾘ1治38)

年落成の（第二代）旧小坂鉱山事務所（国指定重

要文化財建第2407号)，さらに1910(明治13年）

完成した康楽館（同建第2408号）の先駆となっ

た．

Fig.23は，同じ年，製錬所の一部を対岸の段丘

上から1府|附した写真である．ライマンのスケッチ

(Fig.20)ならびにネットーのスケッチ(Fig.21)

と，煙突や教師館を目印とし構造物の配置や地形

について比較されたい．彼らのスケッチの正確性

に多くの読者は改めて気付くだろう．

(6)小坂鉱山元山(KosakaMotoyama)

地形図のなかった明治初期の日本，調査に|祭し

ライマンはフリーハンドで地図を描きながら前進

した．彼の作図法を鑑みるとスケッチ対象の前方

～近接～後方の各地点から複数回観測し，そのつ

ど等高線を補正しながら拙く手法をとっていたこ

とが分かる．この技法を一般の人が真似ると，出

来上がった地図は，縮尺・方位ともバラバラとな

り，実用に耐えないものとなるだろう．

彼は8月15日の早朝小坂製錬所（銀山町）を出

発し，｜司Ⅱ午前8時11分元山採鉱事務所(office

ofmines)に到着する．元山にある不動沢（別称

一手

好

BL

i霞；
図19."分銅場の坂”に鯛｣Iするライマン露頭．新第

三系安山岩質凝灰岩（秋Ill県鹿角郡小坂町銀Ill

PIT).岩石の表面に，無数の細かいI"lみが発達

することに注目．

Fig.19.LymanoutcropofNeogeneandesitictuffin

frontofthe'Bundo-baSﾉope・atKosaka

Mine,AkitaJapan.Watchthedevelopment
ofmanvconvexesonrocksurface.

Fig.20は小坂一泊後の，翌8月15日，ライマン

が記した小坂鉱山全景のスケッチである．正確に

は「小坂鉱山製錬所全景スケッチ」と解されるべ

きであろう．等高線の入る近代的地形図など存在

しない明治初期において，彼は鉱山を一瞥すると，

方位，等高線，縮尺などを巧みに添え記録した．

ライマンが定量値を添付したことにより,130年

後，本図は筆者らによりスケッチ対象が明らかに

された．本図は大島高任の「明治三年小坂銀山之

罰
■
月
日
■

Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｌ

Ⅱ

I

図20．ライマン野帳L66p.81Sketcﾉ2copyofamap
oftheKosakaMineonaseaﾉeof1/1440.小坂

鉱山製錬所一覧．鉱業施設の周'11冒|に等高線の描

かれていることに注月．

Fig.20.FieldNoteofB.S・LymanL66p.81Sketchcopy

ofamapoftheKosakaMineonascaleof

ルリ440.OverlooksketchoftheKosakamine.

Watchthecontourlinesaroundthemine.

-10-
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冷水沢）の東側に展開する丘陵地を洲査しながら

ライマンが描いたルート・マップをFig.24に示す．

踏査線は点線により示される．

図左の北北東～南南西に伸びる谷地形は不動沢

である．当時の小坂鉱山は不動沢の東斜面に水平

坑道を掘削し採鉱していた．

不動沢と採鉱事務所の間に南北方向に並ぶ双丘

がある．北より「鉄鉢森」「蕃蔽森（荊森)」であ

る．それらは強い鉱化作用を受けた堆積岩とそれ

と貫入～指交関係にある火山岩類から椛成され

る．大島高任～ネットーの時代からの小坂鉱山開

発最前線に他ならない．

双丘の位置は国土地理院発行による最新版地形

図(Fig.25)により確認できる．明治末期～大正

年間掘削された露天掘の摺鉢状地形が鉄鉢森・蓄

蔵森・石倉森・赤森のIll条々 により包りﾄ|され件む．

明治以来の人工改変地形が激増しているが，不動

沢，鉄鉢森，蓄蔽森の位置が変わるはずもない．

稀代の'FrontierSurveyor'ライマンが，地理

も言葉も分からぬ異国の地において，道無き道を

進みながら作成したルート・マップの正確性は各

地において実証されることである．

ライマンは元山採鉱事務所から東へ向かい，ひ

とつの山に登筆する．明治末期～大正期に実施さ

れた露天掘により失われた“幻の山”である．

Fig.26は貴重なスケッチである．ライマンは失

われた山の東西断面図を描き，その地形と坑道位

置を記録した．本図により，当時既に立坑のあっ

たことが理解される．「8±間の深さをもつ垂直

坑道がHozo坑まで達する8±Kendeepshaft,

deepintheHozoko)」と記録される．これらの鉱

山設備はライマンの小坂鉱山訪問以前において，

ネットー指揮のもと築造されたものと推定され

る．

ライマンは「黒鉱は丘側に向かって傾斜する

(blackore6tftdippingintothehill)」と記述する．

黒鉱(blackore,Kuroko)の術語が古くから現

場で使用されていたことを立証する貴重な記録で

ある．図(Fig.26)には全ての水平坑道が東へ緩

く傾斜する様相が描かれる．“鉱脈が東に|句かい

傾斜する（坑道が奥に向かうほど深くなる＝坑道

の奥に水が溜まる）”という難点こそ．明治末期

-11-
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図21.1877年の春から初夏にかけネットーがスケッチ

した第一次官営小坂鉱Ill製錬所．

｜叉|の左側に彼が設計した宿舎“教師館”が描か

れる．

Fig.21.Sketchofthegovernment-ownedfirstKosaka

MinebyC.A・Nettodrawin1877spring-
sulTllner・

Hesketchedhishouse'Kyosh-kaninleft

sideofapicture.

漁
瞬蓋篭

r~雪§i¥mt奪宇鴫I
列l与丁 黒篭二三種

偶
(緒

図22．初代小坂鉱Ill事務所("教師館")と所員たち

(1883年搬影）

Fig.22.AllofficersofthefirstKosakaMineOffice

Building('Kyoshi-kan)in1883.

霊.覆蓉号

1*123・小坂鉱山製錬所(1883年撮影)."教師館"が写

真左端に写る．

Fig,23.PhotoofKosakaMineRefineryPlantsin1883.

"AY-osﾉli-kan"islocatedinthemostleftside

ofaphoto．．
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図24．ライマン野mL66p,89元山採鉱事務所（秋田
県鹿角郡小坂IV元山）

Fig24.B.S.LymanFieldNoteL66p.89Officeot

mines,atKosakaMine,Kazuno,AkitaJapan,

１
１ 'てパ>.'A&fi¥iî､メ

J

い､,｡『‘ゥ

図26．ライマン野帳L66p.lOO大正期の露天掘により
“失われた山”

Fig,26.B,S,LymanFieldNoteL66p.100'Loŝ

Mountain

よ0小坂鉱山が露天掘採鉱法を採用したひとつの

要因となる．

(7)小坂鉱山坑内(KosakaintheMineGallery)

ライマンは坑内調査に向かう.Fig.27は元山鉱

床を天から眺め透視するように示された平面図で

ある．南南西に位置する不動沢からHozo坑が掘

進され，ほかにIchibanshin坑,Shoyo坑，

Choyo坑,Horai坑などが記載される．これらは

すべてその後の露天掘により失われる“幻の坑道

群”である．ライマンは元山鉱床を塊状に塗り潰

す．事実に即した的確な表現である．

1km2km

図25．小坂鉱山元山地形図（国土地理院発行25,000分

の1地形図“小坂鉱山”を使用)．不動沢の東岸

に鉄鉢森，苔蔽森，石倉森，赤森などの小ピー
クが並ぶ．それらにより取り囲まれる巨大な凹

地は元山露天掘跡．

Fig25,LocalitymapofnorthernFudosawain

Motoyamadistrict,KosakaMine,Kazuno

Akitajapan(aftertopographicmap'Kosaka

Kozan',scale1:2,5000,bvtheGeographical

SurveyInstitute).Mapindicatessome
mountainsnamedasTetsubachi-mori.Bara-

mori.Is/likura-mori&Aka-mori.Bigger

depressionsurroundedbythosemountainsis

theoldMotoyamaOpenCastMmingSite.

地質学者はふつう野帳に理学的なことのみを記

入することが多いが，ライマンは鉱夫の労働環境

や賃金に至る法的な人権事項，あるいは経済的話

題までを記述する．

Fig.28とFig.29はライマンが1877(明治10)年

8月15日の午後，不動沢にあった坑道内で記述し

たものである．下から上に記述されている．以下

その解読結果の一部について意訳を含む日本語訳

を添え紹介する．
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図27．ライマン野llIそL66p､82大正期の露天掘により
“失われた坑道群”

Fig.27.B.S.LymanFieldNoteL66p.82'LostMine

Galleries'

図28．ライマン野||脹L66p.94

Fig.28.B.S.LymanFieldNoteL66p.94

L66p.96(Fig.29)において，ライマンは鉱石

の分類と鉱夫の賃金，そして彼らの労働環境など

について記録する．本頁もまた下から上へと記さ

れている．当時1円は1米ドルに交換された．ラ

イマンの記載を読むと,10セント程度に過ぎない

掘子の日当についての彼のI嘆息が，あたかも聞こ

えてくるようだ．

「そこには53頭の牛と御者16名がいる．鉱山全体の居

住者は500？名程らしい.(Thereare53bullocks&

drivel6men､Thewholepopulationattheminesis500？

inhabitants.)」

「採鉱事務所には分析官と役人の2名がいる．そして

採鉱部I"iには男，女，子供から描成される268±名の労働

者がいる．一頭の牛は6|n|坑道を往復し一日当たり56貫

目の鉱石を運搬する.(2attheoffice(onearranger&

oneYakunin).Sothatthewholenumberofworkers

attheminesamountsto268±menwomen&children.

Onebullockloadis06Kammeofcarries6loadsadav

fromthemines.)J

「不動沢の採鉱現場事務所において，鉱石は上鉱

(Joko),*鉱(Chiuko),下鉱(Geko),最下鉱

(Saigeko)に分類され，それぞれ鉱石10貫目当たり5.1匁

～25匁，5.1匁～10匁,31匁～5匁,1.5匁～3匁の銀を含む

ものとされている．また鉱夫には硬い鉱石10貫目当たり，

*鉱4.m.i，鉱3.9銭が支払われる.英文省m」

「坑道|ﾉ1には…総勢235名が働いている…その内訳は30

名の淵工，45名の少年たち（掘子)､そして160名の採工

からなる･･･．（Inthemines…inall235…Kaiko30

men…carryingboys(Horiko)4oboys…160Saiko

men…)」

「liiii子は荷物をかついでtoo間の距離を－1130回往復す

る．少年たちは日当14銭を貰うが、その中には日当13銭、

あるいは僅か10銭，さらにたった9.8銭のものさえもいる．

すべての採工を含む大工たちには級別に日当22銭，20銭‘

18銭が各人に支給される．種大工1名につき荷役が3名つ

く．鉱夫たちは健康を害しているようだ．堀子たちは人

懐こく賢い….(TheHorikocarrywithleadof100ken

30timesadav.Eachbovreceives14senadav・Some

onlv13sen.Someonly10sen.Some9.8sen.Some

Daikureceive(allKaiko)forclassiswork22sen.20

sen.them18senadavonemen.There3Tanedaiku+3

Curlv.Eachminerisorobablesick.TheHorikolike

wlse…）」

「89ページに記赦した坑道出口近くの建物には15～16

名の女性たちがいて、鉱石をハンマーでナッツ大に砕鉱

し，手選（選鉱）作業をする．(Alsointhebuilding

near89thereare15or16womenwhopreparetonut

size&pitchingitbyhands)」

-13-



秋川県立博物館研究報告第32号

に溢れる“庶民に対する彼の暖かい心遣い”を鑑

みると，そこには背骨の通った太い平等感が読み

とれる．人種や身分を超越した彼の人間への慈し

みが見えてくる．東北の最奥にいて幼少期を過ご

した筆者たちには，ライマンの“弱者を優しく思

いやる精ﾈrあるいは“発展途上にある異国民に

対する強い連帯意志”に感銘することが多かった．

それはネットーのスケッチにも通ずる筆者らの率

直な感想である．

既に青年期よりライマンは地質学をこよなく愛

し，学術的にも非常に精通していた．彼は帰米後

ペンシルベニア州立地質調査所副所長などの要職

を歴任するほどの実力を有していた（佐川1921).

ライマンは法学士だが1862年フライベルク鉱山

学校修了をもって広い視野をもつヒューマニズム

溢れるひとりの偉大な鉱山地質学者になったと考

えるべきでなかろうか．彼は大局観備えた優れた

国際人だった（清水1999).

2003年|晩秋，不動沢を歩く機会に恵まれた．沢

最奥にある鉄鉢森付近から撮影した一枚の写真を

示す(Fig.3I).画而左に普蔽森が座す．遥か南方

に奥羽の青垣が美しい．そのとき一帯では不動沢

を“産業廃棄物の最終処分場”とするための大工

事が展開されていた．世界遺産指定のドイツ

Rammelsberg鉱山、あるいは同ボリビアPotosi

CerroRico鉱山，同メキシコGuanajuato鉱山に

匹敵するほどの，美しいアジアの近代過産が瀕死

の状態でII冊いでいた．

思えば明治年|Ⅲ，不動沢の地は無数の労働者が

通勤し，そして大鳥高任はじめ，ネットー，ライ

マン，仙石亮，久原房之助，武Ill恭作，辻元謙

之助，渡辺武男，大橋良一（加納2004）ら鐸々た

る鉱山学烈士が粘査した土地である．その後不動

沢は全面にわたり部厚いコンクリートが打たれ，

2004年をもって人の立ち入り出来ぬ不毛の地とな

った．筆者菅原の故郷はこうして完全に消滅した

が，同時に金は期せずして小坂の，ひいては日本

の“鉱山学聖地”における最後の地質調査者とな

った．その偶然に感謝しながら，郷土の歴史に埋

もれた先覚者を掘り起こす研究が今後よりいっそ

う進展されることを祈念し，本稿を閉じたい．

Ｉ
‐

’
'1
Ｉ

鰯
一

1*129．ライマン野帳L66p.96

Fig.29.B.S.LymanFieldNoteL66p､96

おわりに

ライマンは1873年来日し1881年帰米した．帰|玉｜

後においても彼は日本の知人たちと盛んに情報交

換した．書簡を主とする彼の歴史資料は､｜|米数

ヶ所にそれぞれ独立したかたちで残される．これ

まで両国に保存されるライマン資料を対照しなが

ら，詳しく現地調査した研究者はいなかった．

筆者らは共に小坂鉱山に生まれ，金は製錬所の

ある銀lIllHfに隣接する尾樽部に育ち，菅原は不動

沢のある元山で育った．両者とも地元に十分な土

地勘があったため，ライマンの野帳解読作業や踏

査において，その知識を多少なりとも発揮するこ

とができた．

科学界においてライマンの野帳のような手稿資

料は一般に詳しく研究されずあることが多い．地

質学者は野|帳に様々なことを記入する．眺めた野

の花や見掛けた野生動物について，天候などの自

然現象，バスや電車の時刻表，調査の途上におい

て出会った人のことなどについてである．ライマ

ン資料をみると調査により得られた科学データ以

上に，そのような記載もまた時間の経過と共にい

っそう輝きを増すものであることに気付かされ

る．

さらに注目されることは，ライマン野II1《の解読

過程において，思いもかけず彼の哲学と班遇する

ことであった．例えば鉱夫たち，とくに幼い“掘

子”に対する彼の思いやりを読み感じながら，筆

者らは大いに心打たれた．すべてが窮乏する情況

の中．ライマンの対応はいつも揺るがない．行間
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図30．左:I111工,'!:採工，右：掘子(Heimann&Slotta,1999より）

Fig,30,Left:Kaiko(Minecarpenter),middle'.Saiko(Minedriller)&right:Horiko
(Minecarrier)(afterHeimann&Slotta,1999)
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図31.鉄鉢森付近より1府|雌した不動沢(2003年10月筆者撮影)．翌2004年より，不動沢は産業

廃棄物の最終処分場とされた．

Fig.31.PictureoflastlandscapeofFudosawatakeninautumn2003byauthor,becausethe

industrialwasteswouldburvthesearea.
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立小坂中学校元校長大里蹟明先生，同小坂町元

同和鉱業総務部酒井寛町議会議員，ライマン

資料の閲覧においてご助力いただいた米国マサ

チューセッツ州在住ライマン研究家副見恭子

氏，そしてWilliamThompson氏,MichaelF.

Milewski氏,StephenT.Robinson氏をはじめと

するUMASSAmherstW.E.B.DuBois図書館の関

係各位，北海道大学附属図書館北方資料室井手
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【Abstract】

BenjaminSmithLyman(1835-1920)isoneof

greatbenefactorsofthegeologyofJapan.

AfterthegraduationoftheSchoolofLaw.

HarvardUniversityin1855.hestudiedgeology

inEcoleImperialedesMinesinParis.France

andinRoyaﾉBe噌召kademieFreiberg,Saxony.

ThenhecametoJapanas'Foreign

Employee'ofJapanesegovernmentbythe

introductionofDr,JosephHenry,directorof



ライマン脱角を行く一ライマンのIfl服から読みとれる彼の|＃1冊!！l地鯛瀧とヒューマニズム一

SmithsonianInst.U.S.A.whenitwas

immediatelyaftertheMe"IRestoration(Me"j

Isbin).

DuringhisstayinJapan(1873-1881),he

trainedtenandseveralJapaneseyoung

geologists,andachievedthroughgeological

surveyallroundJapaneseIslands. He

publishedthefirstwideareageologicalmapin

Japanentitled'AGeo/ogicalSketchMapofthe

Isﾉ'andofYesso.Japan'inMayof1876.

Allofhisfieldnotesusedduringhisfield

surveyinJapanarestoredintheW.E.B.DuBois

Library,UniversityofMassachusetts(Amherst),

U.S.A.Thesenotescontainednotonlv

geologicaldatumwithmanysketchedfigures,

butalsointerestinglocalcustomsandmanners.

sotheyareimportantrecordsintroducingthe

societyofJapanatthebeginningoftheMeiji

Era.

Inthispaperauthorsselectedonesused

duringLyman,sfieldworkinthedistrictofthe

HokurokuBasinin1877,carriedasapartof

'TheLong-termPetroleumExplorationProject

intheNortheastJapan'practicedbyIndustrial

Bureau(Kobu-sho).Authorsreadthemin

detailreferringwithrelatedhistoricalrecords

andresultsofsurveybythemselves.

Fromhisfieldnotesauthorsfoundthathe

surveyedalready'GreenTuffLayers'and

'KurokoOi-es'oftheNeogenesysteminthe

HokurokuKurokoSedi!nentarvBasininAkita

Prefecture.Andhissurveyincludesalso

'KemanaiPyroclasticFlow'eruptedfrom

TowadaVolcanoduringninthcentury.

Besidesthemhisrecordsincludedetail

descriptionsofpasttopography(Fig.,26and

pastminegalleries(Fig.27).bothofwhich

weredisappearedbyfollowedexcavationinheld

inTaisﾉ!0Era.Lyman'srecordswithmanv

sketchedfiguresinhisfieldnotesareclearand

exact・securedbythecomparisontothoseof

CultAdolfNettostayedinJapanandsurveyed
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thesameareabeforeLyman.

Lymanwasanexcellent'Frontier

Surveyor'duringthebeginningoftheMeijiEra

ofJapan,havingrichhumanismanddeep

understandofJapanesecultures.

【日本語要旨】

BenjaminSmithLyman(1835-1920:ライマ

ン）は日本地質学の偉大な恩人のひとりである．

彼はハーバード大学法学部を1855年卒業し，国立

パリ鉱山学校と王立フライベルク鉱山学校で地質

学・鉱物学・鉱山学を専攻した．明治維新の直後，

米国スミゾニアン研究所初代所長Dr.Joseph

Henryの紹介により彼は来I二'し,1873年から1881

年まで滞'三lした．その間彼は10数名の地質学者を

育成し，国内のほとんどを地質調査した．ライマ

ンは1876(明治9)年5月，日本最初の本格的広

域地質図Ill同「H本蝦夷地質要Ill各之図」を出版する．

滞日中彼の使用した野1帳が米国Massachusetts

大学Amherst校W.E.B.DuBois図書館に保管され

る．筆者らは．工部省が実施した「1877年東北日

本長期石油調査行」の際ライマンが使用した野帳

の記載について,El米両国に残される歴史資料と

詳細|に対比し，さらに現地調査を並行させながら

解析した．ライマンの野帳には土地の風俗にまで

及ぶ極めて興味深い内容が記録される．彼の野||辰

には写真記録の無かった|ﾘ}治初期の日本が活写さ

れ，そのまま優れた歴史資料となる．

ライマンは1877年夏，秋田県“北鹿黒鉱堆積盆

地”を踏査した．彼はいわゆる新第三系“グリー

ン・ダフ層”や“黒鉱鉱床”については勿論のこ

と，紀元9世紀十和田火山から噴出した“毛馬内

火砕流堆積物”までも調査した．ライマンは小坂

鉱Illにおいて，彼の調査後実施された大正期露天

掘により失われる“幻の地形”と“幻の坑道群”

について詳細に記録した．

スケッチを含むライマンの記録は精確で，その

正確性はCultAdolfNetto(1847-1909:ネットー）

のスケッチと相迎ずる特徴を有する．彼の記録は

歴史資料として信頼性が非常に高い．彼は勇気を

備えた人間性に富む，優れた“開拓期調査者”だ

った．
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